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本
特
集
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
に
明
治
学
院
大
学
に
て
開
催
さ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
十
五
〜
十
八
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
美

術
に
お
け
る
複
製
／
コ
ピ
ー
﹂
に
お
け
る
講
演
内
容
を
元
に
執
筆
さ
れ
た

論
文
四
編
か
ら
成
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
企
画
者
で
あ
る
青
野
が
研
究

代
表
を
務
め
る
科
研
基
盤
研
究
Ｃ
﹁
農
民
画
礼
賛
:
十
八
世
紀
国
際
絵
画

市
場
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
趣
味
と
蒐
集
﹂（JP17K

02317

）
の
主
催
、

そ
し
て
明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
及
び
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化

研
究
所
の
共
催
に
よ
り
、
白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
同
時
配
信
も
行
っ
た
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
詳
細
は
後
掲
載
）。

複
製
と
コ
ピ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ

の
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
上
記
の
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
、
受
容
研
究
に
お
け
る
複
製
作
品
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
た
た
め
で

あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
の
一
つ
は
、
十
八
世
紀
の
国
際
絵
画
市
場

に
お
い
て
、
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
画
家
ア
ド
リ
ア
ー
ン
・
フ
ァ
ン
・
オ
ス

タ
ー
デ
の
農
民
画
が
人
気
を
博
し
た
理
由
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

調
査
を
進
め
る
な
か
で
浮
き
彫
り
な
っ
た
の
は
、
フ
ァ
ン
・
オ
ス
タ
ー
デ

の
農
民
画
の
複
製
作
品
が
油
彩
、
版
画
、
水
彩
素
描
と
異
な
る
媒
体
で
数

多
く
制
作
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
国
内
外
に
普
及
す
る
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

自
体
の
評
価
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
素
朴
な
日
常
の
情
景
が
オ
ラ
ン

ダ
絵
画
の
典
型
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
、
複
製
／
コ
ピ
ー
の
特
殊
な

機
能
、
な
か
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
の
意
味
と
評
価
を
刷
新
し
て
い
く

よ
う
な
複
製
行
為
、
ま
た
そ
の
時
代
に
お
け
る
文
化
的
・
社
会
的
・
政
治

的
・
宗
教
的
な
価
値
観
の
形
成
に
積
極
的
に
関
わ
る
コ
ピ
ー
の
あ
り
方
を

考
察
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。
ま
た
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
、
オ
ラ
ン
ダ

と
呼
ば
れ
る
地
域
で
育
ま
れ
た
美
術
に
は
、
時
代
に
よ
り
程
度
が
異
な
る

特
集
●
十
五
〜
十
八
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
美
術
に
お
け
る
複
製
／
コ
ピ
ー
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も
の
の
、
視
覚
世
界
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
態
度
、
そ
し
て
そ
れ

を
可
能
に
す
る
高
度
な
技
法
の
探
究
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
芸
術

的
な
土
壌
に
お
い
て
は
、﹁
対
象
を
写
す
﹂
と
い
う
複
製
行
為
が
新
た
な

作
品
を
生
み
出
す
創
作
行
為
と
も
重
な
り
う
る
、
交
差
し
う
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
地
域
を
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
に
限
定
し
、
十
五

〜
十
八
世
紀
と
い
う
長
い
期
間
に
お
け
る
多
様
な
複
製
の
あ
り
方
を
分
析

対
象
と
し
た
。

た
だ
し
西
洋
美
術
史
に
お
い
て
は
、
複
製
／
コ
ピ
ー
に
焦
点
を
当
て
た

研
究
が
常
に
関
心
を
集
め
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
十
九

世
紀
以
降
、
西
洋
美
術
に
お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
偏
重
は
、
長
い
間
、

巨
匠
と
呼
ば
れ
る
画
家
の
作
品
の
コ
ピ
ー
を
亜
流
・
副
産
・
周
縁
︱
︱
時

に
は
贋
作
や
偽
作
︱
︱
と
し
て
過
小
評
価
す
る
状
況
を
生
み
出
し
て
き
た
。

が
、
近
年
の
西
洋
美
術
研
究
に
お
い
て
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
概
念
自
体

が
修
正
を
迫
ら
れ
、
コ
ピ
ー
作
品
の
持
つ
特
有
の
機
能
と
価
値
に
も
ま
た

学
術
的
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
八
年
に
出
版
さ

れ
たM

aking C
opies in European Art 1400-1600

（
1
）

と
題
さ
れ
た
論

文
集
の
序
文
の
中
で
、
ピ
ー
タ
ー
・
Ｍ
・
ル
ー
ク
ハ
ー
ト
は
、﹁
複
製
と
い

う
行
為
そ
の
も
の
は
、
一
人
の
芸
術
家
を
も
う
一
人
の
芸
術
家
と
対
話
関

係
（
競
争
関
係
）
に
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
事
実
、
ひ
と
つ
の
創
作

行
為
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
い
る
。

実
際
に
複
製
と
い
う
行
為
は
、
同
じ
媒
体
、
例
え
ば
油
彩
で
油
彩
画
を

複
製
す
る
場
合
に
は
、
一
人
の
画
家
が
他
の
画
家
の
創
作
過
程
を
厳
密
に

理
解
し
て
再
現
す
る
、
い
わ
ば
追
体
験
す
る
試
み
で
も
あ
る
。
そ
し
て
油

彩
画
を
異
な
る
媒
体
に
複
製
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
媒
体
の
特
質
を
最
大

限
に
活
か
し
て
、
他
の
画
家
の
創
作
を
﹁
翻
訳
﹂
す
る
作
業
に
な
る
。
そ

し
て
作
品
を
複
製
す
る
際
に
は
、
そ
の
対
象
が
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の

精
緻
な
細
部
描
写
で
あ
れ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
闊
達
な
筆
致
で
あ
れ
、
そ

こ
に
は
必
ず
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
差
異
、
ず
れ
、
誤
解
が
生
じ
る
。
そ
れ
を

技
術
的
な
限
界
、
未
熟
さ
、
不
完
全
さ
と
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ら
の
忌
む

べ
き
逸
脱
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
が
、
実
際
に
は
そ
こ
に
こ
そ
、

複
製
行
為
が
﹁
創
作
行
為
﹂
で
あ
る
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
コ
ピ
ー
と
の
間
に
生
ま
れ
る
差
異
に
は
、
技
術
的
な
限
界
だ
け

で
な
く
、
制
作
者
が
ど
の
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
視
覚
的
に
認
識
し
、
理

解
し
、
そ
し
て
何
を
最
も
魅
力
的
、
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
と

い
う
、
個
々
の
制
作
者
の
解
釈
と
評
価
が
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の

認
識
や
判
断
は
複
製
制
作
者
が
活
動
し
た
芸
術
的
、
社
会
的
、
経
済
的
な

状
況
に
も
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
複
製
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
は
別
の
空
間
で
鑑
賞
さ
れ
、
時
に
数
多
く
流
通
す
る
こ
と
で
、
複
製

作
品
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
自
体
の
価
値
や
意
味
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
可
能

性
も
あ
る
の
で
あ
る
。　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
十
五
〜
十
八
世
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
世
紀
を
代
表
す
る

作
家
た
ち
の
複
製
／
コ
ピ
ー
に
関
し
て
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
時
代
に

よ
り
コ
ピ
ー
の
制
作
方
法
、
制
作
意
図
、
受
容
者
、
鑑
賞
方
法
な
ど
が
異

な
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
コ
ピ
ー
の
特
徴
と
機
能
を
め
ぐ
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
多
様
な
角
度
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
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参
加
者
と
と
も
に
行
っ
た
議
論
の
な
か
で
再
認
識
し
た
の
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
起
点
に
コ
ピ
ー
が
そ
こ
か
ら
ど
れ
だ
け
離
れ
て
い
る
か
と
い
う
距
離

に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
ベ
ク
ト
ル
を
逆
に
向
け
、
コ
ピ
ー
か
ら
オ
リ

ジ
ナ
ル
へ
と
働
き
か
け
る
作
用
と
そ
の
効
果
を
考
察
す
る
こ
と
の
重
要
性

で
あ
っ
た
。
本
特
集
が
そ
う
し
た
複
製
を
め
ぐ
る
新
た
な
議
論
に
貢
献
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

今
井
澄
子
氏
、
廣
川
暁
生
氏
、
深
谷
訓
子
氏
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣

旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
多
忙
の
な
か
ご
講
演
を
賜
り
、
さ
ら
に
本
特
集

に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

註
１
: M

addalena Bellavitis ed., M
aking C

opies in European Art 
1400–1600: Shifting Tastes, M

odes of Transm
ission, and 

C
hanging C

ontexts . Leiden/Boston: Brill, 2018. 

【
執
筆
者
紹
介
】（
寄
稿
順
）

今
井
澄
子  ［
大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
教
授
］

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
満
期
修
了
。
博
士

（
美
学
）。
専
門
は
十
五
〜
十
六
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
。
近
年
は

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
地
を
支
配
し
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
の
自
己
表
象
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
単
著
に
﹃
聖
母
子
へ
の
祈
り
︱
初
期

フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
祈
祷
者
像
﹄（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
五
）、
監
修
・

編
著
に
﹃
天
国
と
地
獄
、
あ
る
い
は
至
福
と
奈
落
﹄（
あ
り
な
書
房
、
二

〇
二
一
）、﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
の
宇
宙
﹄（
あ
り
な
書
房
、
二
〇

二
〇
）、﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
の
精
華
﹄（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一

九
）、
共
編
著
に
﹃
移
ろ
う
形
象
と
越
境
す
る
芸
術
﹄（
八
坂
書
房
、
二
〇

一
九
）、
論
文
に”Th

e Iconography of C
oins in the Reign of Philip 

the G
ood, D

uke of Burgundy,” ( Kyoto Studies in Art H
istory, vol. 3, 

Forthcom
ing)

な
ど
。

廣
川
暁
生  ［
明
治
学
院
大
学
ほ
か
兼
任
講
師
］

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。
ベ
ル
ギ
ー
政
府

給
費
留
学
生
と
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
で
美
術
史
を
学
ぶ
。

Bunkam
ura

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
二
〇
年
）。

専
門
は
十
六
〜
十
七
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
。
近
年
は
ポ
ス
ト
・
ブ

リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
画
家
た
ち
の
風
景
表
現
の
展
開
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
い
る
。
主
な
共
著
は
﹃
版
画
の
写
像
学
﹄（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
三
）、

﹃
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
へ
の
招
待
﹄（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
七
）、﹃
天
国
と

地
獄
、
あ
る
い
は
至
福
と
奈
落
︱
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
の
光
と
闇
﹄

（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
二
一
）
ほ
か
。

主
な
担
当
展
覧
会
:﹁
ウ
ィ
ー
ン
美
術
史
美
術
館
蔵
、
風
景
画
の
誕
生
﹂

展
（
二
〇
一
五
年
）、﹁
ベ
ル
ギ
ー
奇
想
の
系
譜　

ボ
ス
か
ら
マ
グ
リ
ッ
ト
、

ヤ
ン
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
ま
で
﹂
展
（
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。
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深
谷
訓
子  ［
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
総
合
芸
術
学
科
准
教
授
］

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
（
博
士
（
文
学
））。

専
門
は
十
六
〜
十
七
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
。
近
年
は
、
オ
ラ

ン
ダ
の
画
家
た
ち
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
絵
画
受
容
の
ほ
か
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
・
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
の
美
術
政
策
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。
単
著
に
﹃
ロ
ー
マ
の
慈
愛
﹁
キ
モ
ン
と
ペ
ロ
ー
﹂
の

図
像
表
現
﹄（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
二
）、
共
著
に
﹃
カ
ー

レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
﹁
北
方
画
家
列
伝
﹂
註
解
﹄（
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
一
四
）、
最
近
の
論
文
に”Spanish patrons of the U

trecht 
C

aravaggisti in Italy”( RKD
 Studies: G

oing South, 2023)

な
ど
。

青
野
純
子  ［
明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
教
授
］

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化

研
究
科
博
士
課
程
満
期
修
了
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
博
士
。
専
門
は
十

七
〜
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
美
術
。
近
年
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
を

模
写
し
た
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
複
製
素
描
と
絵
画
市
場
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
て
い
る
。
単
著
にC

onfronting the G
olden Age: Im

itation and 
Innovation in D

utch G
enre Painting 1680-1750 (AU

P, 2015)
、

共

編
著
に
﹃
移
ろ
う
形
象
と
越
境
す
る
芸
術
﹄（
八
坂
書
房
、
二
〇
一
九
）、

共
著
に
﹃
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術
の
光
輝
﹄（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一

七
）、
最
近
の
論
文
に”K

unstenaars op de veiling: tussen zakelijkheid 
en bew

ondering” ( K
unst, kennis en kapitaal: O

ude m
eesters op de 

H
ollandse veilingm

arkt 1670–1850, W
alburg Pers, 2022)

な
ど
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
詳
細
】

﹁
十
五
〜
十
八
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
美
術
に
お
け
る
複
製

／
コ
ピ
ー
﹂

日
時
:
二
〇
二
三
年
三
月
四
日
（
土
）　

十
三
時
〜
十
七
時
三
十
分

場
所
:
明
治
学
院
大
学　

白
金
キ
ャ
ン
パ
ス
本
館
二
階
一
二
五
五
教
室

主
催
:
科
研
基
盤
研
究
Ｃ(JP17K

02317)

（
研
究
代
表
:
青
野
純
子
﹁
農

民
画
礼
賛
:
十
八
世
紀
国
際
絵
画
市
場
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
趣

味
と
蒐
集
﹂）

共
催
:
明
治
学
院
大
学
文
学
部
芸
術
学
科
、
明
治
学
院
大
学
言
語
文
化
研

究
所

プ
ロ
グ
ラ
ム
:

13
時
〜
13
時
15
分 

開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明
:
青
野
純
子　

　
　
︿
第
一
部
:
十
五
〜
十
六
世
紀
﹀
司
会
:
深
谷
訓
子

13
時
15
分
〜
14
時 

今
井
澄
子
（
大
阪
大
谷
大
学
教
授
）　

 

ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
作
︽
フ

ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
の
肖
像
︾
の
複
製
と
﹁
ブ
ラ
ン

ド
﹂
を
め
ぐ
る
一
考
察

14
時
〜
14
時
45
分 

廣
川
暁
生
（
明
治
学
院
大
学
他
兼
任
講
師
）　
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ピ
ー
テ
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
父
）
作
︽
ス
ケ
ー
ト

滑
り
と
鳥
罠
の
あ
る
冬
景
色
︾
の
受
容
を
め
ぐ
る

ピ
ー
テ
ル
二
世
の
コ
ピ
ー
の
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
の
一
考
察

14
時
45
分
〜
15
時 
休
憩

　
　
︿
第
二
部
:
十
七
〜
十
八
世
紀
﹀
司
会
:
今
井
澄
子 

15
時
〜
15
時
45
分 

深
谷
訓
子
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
准
教
授
）

 

ア
ダ
ム
・
エ
ル
ス
ハ
イ
マ
ー
作
品
の
複
製
と
そ
の

作
用

15
時
45
分
〜
16
時
半 

青
野
純
子
（
明
治
学
院
大
学
）　

 

色
と
光
を
描
く
︱
十
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
複
製

素
描
と
ピ
ー
テ
ル
・
デ
・
ホ
ー
ホ
の
評
価
を
め
ぐ
る

一
考
察

16
時
半
〜
16
時
45
分 

休
憩

16
時
45
分
〜
17
時
半 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
モ
デ
レ
ー
タ
ー
:
青
野
純

子
）


